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は
じ
め
に

　

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
令
和
七
年
度
ト
ピ
ッ
ク
ス
展
「
民
俗

学
の
父
・
柳
田
國
男
―
本
か
ら
読
み
解
く　

暮
ら
し
へ
の
ま
な

ざ
し
―
」（
四
月
十
五
日
～
六
月
十
五
日
）
に
向
け
て
行
っ
た
調

査
の
中
で
、
柳
田
國
男
直
筆
の
原
稿
や
執
筆
時
の
メ
モ
な
ど
が

新
た
に
発
見
さ
れ
た
。
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
刊
行
の

『
婚
姻
習
俗
語
彙
』
執
筆
に
あ
た
っ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
メ

モ
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
刊
行
『
大
白
神
考
』
の
原

稿
、
佐
々
木
喜
善
か
ら
柳
田
宛
て
の
書
簡
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
出

身
の
言
語
学
者
・
民
俗
学
者
で
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ネ
フ
ス
キ
ー（
一
）が
柳
田
に
宛
て
た
書
簡
の
封

筒
な
ど
計
三
十
七
点
で
、
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
に
て
保
管
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
急
逝
し

た
未
来
社
二
代
目
社
長
の
旧
蔵
書
籍
一
式
を
遺
族
が
同
館
へ
寄

贈
し
た
際
、
こ
の
原
稿
・
書
簡
類
も
と
も
に
渡
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
三
十
七
点
の
資
料
は
、
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年

三
月
に
県
立
中
央
博
物
館
へ
移
さ
れ
、
同
館
収
蔵
資
料
と
な
っ

た
。
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本
稿
で
は
本
資
料
群
「
柳
田
國
男
直
筆
原
稿
・
メ
モ
及
び
柳

田
宛
書
簡
」
を
一
覧
化
す
る
と
と
も
に
、
解
説
を
付
す
。

　

資
料
群
「
柳
田
國
男
直
筆
原
稿
・
メ
モ
及
び
柳
田
宛
書
簡
」

は
次
の
通
り
で
あ
る
（
詳
細
は
表
参
照
）。

一
．『
大
白
神
考
』
関
係
資
料

　
（
一
） 「
お
し
ら
初
稿
了
」（『
大
白
神
考
』
序
文
「
オ
シ
ラ
様

と
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
」）

　
（
二
）「
祝
棒
の
変
遷
」（『
大
白
神
考
』
原
稿
）

　
（
三
） 「
柳
田
國
男
自
筆
原
稿
と
『
大
白
神
考
』（
実
業
の
日
本

社
）
校
合
」

二
．
柳
田
國
男
宛
書
簡

　
（
一
）
佐
々
木
喜
善
書
簡
（
柳
田
國
男
宛
）

　
（
二
）
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
封
筒
（
柳
田
國
男
宛
）

　
（
三
）
オ
シ
ラ
神
祭
祀
メ
モ

三
．『
婚
姻
習
俗
語
彙
』
執
筆
用
メ
モ

　

な
お
、
資
料
１
～
３３
に
つ
い
て
は
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所

が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
公
開
し
て
い
る
柳
田
國
男
直

筆
資
料
と
比
較
し
、
封
筒
に
貼
ら
れ
た
ラ
ベ
ル
や
用
紙
の
使
い

方
、
筆
跡
な
ど
の
特
徴
が
一
致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
本
人
の
も

の
と
決
定
づ
け
た
〔
玉
井　

二
〇
二
五　

五
〕。
資
料
３5
～
資
料

３７
に
つ
い
て
は
本
稿
で
挙
げ
た
文
献
の
ほ
か
、
遠
野
市
立
博
物

館
所
蔵
の
佐
々
木
喜
善
日
記
や
書
簡
類
、
ネ
フ
ス
キ
ー
書
簡
類
、

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
の
ネ
フ
ス
キ
ー
書
簡
（
複
写

控
え
）
類
を
参
考
に
、
本
人
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

第
一
章

　『大
白
神
考
』
関
係
資
料

　

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
、
実
業
之
日
本
社
よ
り
『
柳

田
國
男
先
生
著
作
集
第
十
一
冊　

大
白
神
考
』（
以
下
、
実
業
之

日
本
社
版
『
大
白
神
考
』
と
表
記
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
構

成
は
次
の
通
り
で
、
今
回
発
見
さ
れ
た
の
は
、
序
文
及
び
「
お

し
ら
神
と
執
り
物
」
の
柳
田
國
男
直
筆
原
稿
で
あ
る
。

　

序
文
（
初
出
）

　
 

オ
シ
ラ
神
の
話
（
昭
和
三
年
九
月
、『
文
藝
春
秋
』
六
巻
九

号
）

　

 
人
形
と
オ
シ
ラ
神
（
昭
和
四
年
四
月
、『
民
俗
藝
術
』
二
巻
四

号
）
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人
形
舞
は
し
雑
考
（
昭
和
三
年
一
月
、『
民
俗
藝
術
』
一
巻
一

号
）

　

 
鉤
占
か
ら
兒
童
遊
戯
へ
（
昭
和
六
年
七
月
、『
民
俗
藝
術
』
四

巻
四
号
）

　

 

お
し
ら
神
と
執
り
物
（
昭
和
二
十
二
年
六
月
、『
新
國
學
談
第

二
冊
』、
小
山
書
店
）

　

ネ
フ
ス
キ
イ
氏
書
翰
（
初
出
）

 

（
括
弧
内
は
初
出
〔
赤
坂　

一
九
九
九　

七
三
六
〕）

（
一
）�「
お
し
ら
初
稿
了
」（『
大
白
神
考
』
序
文
「
オ
シ
ラ
様
と

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
」）

ア　

資
料
概
要

　

本
資
料
（
以
下
、
資
料
３2
）
は
本
書
の
序
文
初
校
と
み
ら
れ

る
（
写
真
１
）。
実
業
之
日
本
社
が
柳
田
宛
に
送
っ
た
封
筒
に
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
封
筒
に
は
「
お
し
ら
初
稿
了
」
の
ラ
ベ
ル
が

貼
ら
れ
て
い
る（
二
）。

　

昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
五
月
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
原

稿
に
赤
字
で
校
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
刊
行
さ
れ
た

実
業
之
日
本
社
版
『
大
白
神
考
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

写真 1　資料 32「おしら初稿了」封筒と原稿（千葉県立中央博物館所蔵）
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イ　

序
文
の
差
し
替
え

　

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
に
は
「『
大
白
神
考
』
序
文
の
差
し

替
え
文
」（
三
）が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
内
容
は
刊
行
さ
れ
た

も
の
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
資
料
３2
と
の
比
較
に
よ
り
、
こ
の
差

し
替
え
は
資
料
３2
の
校
正
後
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
（
写
真
２
、
写
真
３
）。

　

作
成
順
序
と
し
て
は
、
資
料
３2
執
筆
終
了
（
昭
和
二
十
六
年

五
月
）→
資
料
３2
校
正
→
差
し
替
え
（
同
年
七
月
）→
差
し
替
え

文
校
正
→
刊
行
（
同
年
九
月
）
で
あ
る
。

　

差
し
替
え
箇
所
は
実
業
之
日
本
社
版
『
大
白
神
考
』
四
十
一

頁
か
ら
四
十
三
頁
で
あ
る
。
資
料
３2
で
は
用
紙
四
枚
分
だ
っ
た

が
、
十
枚
に
わ
た
る
文
章
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
差
し
替

え
箇
所
の
全
文
を
翻
刻
１
、
翻
刻
２
と
し
て
本
稿
に
掲
載
し
た

が
、
内
容
の
大
き
な
違
い
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
八
戸
の
イ
タ
コ
石
橋
お
貞
を
招
き
オ
シ
ラ
遊
び
を
し
た

日（
四
）に
ネ
フ
ス
キ
ー
が
参
加
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
資

料
３2
で
は
参
加
し
て
い
た
と
あ
る
が
、
差
し
替
え
原
稿
で
は

「
来
な
か
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

②
ネ
フ
ス
キ
ー
と
の
最
後
の
対
面
に
つ
い
て
曖
昧
な
記
憶
な

が
ら
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

写真 2　�資料 32「おしら初稿了」原稿
（千葉県立中央博物館所蔵）

写真 3　�「『大白神考』序文の差し替え文」�
（成城大学民俗学研究所所蔵）
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③
ソ
ビ
エ
ト
に
帰
国
し
た
ネ
フ
ス
キ
ー
の
研
究
成
果
が
ど
の

よ
う
に
残
さ
れ
て
い
る
か
心
配
し
、
こ
れ
に
続
け
て
資
料
３2
で

は
「
さ
う
し
て
私
は
何
れ
の
日
に
か
、
親
し
く
そ
れ
を
目
に
触

れ
て
、
昔
を
懐
か
し
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ら
う
か
」
と
あ

る
が
、
差
し
替
え
原
稿
で
は
「
い
つ
の
時
に
か
ま
は
り
ま
は
っ

て
、 

日
本
に
も
其
結
果
が
傳
は
り
、
彼
と
袂
を
分
っ
て
か
ら
の

こ
の
私
の
一
國
限
り
の
硏
究
と
、
比
べ
合
せ
て
見
る
こ
と
の
出

來
る
や
う
な
、
樂
し
い
文
化
の
交
流
期
が
出
現
す
る
こ
と
を
切

望
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う
、
よ
り
明
確
な
意
志
を
こ
め
た

文
章
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　

④
ネ
フ
ス
キ
ー
の
日
本
滞
在
期
間
に
つ
い
て
は
、
資
料
３2
で

は
「
十
五
年
餘
り
」、
差
し
替
え
原
稿
で
は
「
十
五
箇
年
」、
実

業
之
日
本
社
版
は
「
十
何
年
か
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

⑤
資
料
３2
は
「
昭
和
二
十
六
年
五
月　

柳
田
國
男
」、
差
し
替

え
原
稿
及
び
実
業
之
日
本
社
版
と
も
に
「
昭
和
二
十
六
年
七
月　

柳
田
國
男
」
と
な
っ
て
い
る（
五
）。

【
翻
刻
１
】 『
大
白
神
考
』
序
文
「
オ
シ
ラ
様
と
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ

フ
ス
キ
ー
（
原
題
：
我
々
の
オ
シ
ラ
仲
間
）」
差
し

替
え
前
の
文
章
（
資
料
３2
よ
り
、
千
葉
県
立
中
央
博

物
館
蔵
）

　
２
０
２
「
最
後
に
」
以
降
が
差
し
替
え
ら
れ
た
。

資
料
３2
に
校
正
で
加
筆
さ
れ
た
言
葉
を
傍
線
付
き
で
示
し
た
。

２
０
２

六
ば
か
り
若
か
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後

に
逢
っ
た
日
は
覚
え
な
い
が
、
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
の
三
月
十
八
日
。
こ
の
喜
多
見
原

の
新
居
に
於
て
、
石
橋
お
貞
と
い
ふ

八
戸
の
す
ぐ
れ
た
イ
タ
コ
を
招
い
て
、

オ
シ
ラ
様
の
祭
を
営
ん
だ
日
に
は
、

２
０
３

彼
も
参
会
し
て
終
日
歓
談
し
た
こ
と
が

記
録
に
残
っ
て
居
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
学
者
公
使
、
ラ
ム
ス
テ
ッ
ド
教
授
も

同
席
せ
ら
れ
た
。
多
分
そ
れ
か
ら
一

年
と
は
た
ゝ
ぬ
う
ち
に
新
た
な
る
ソ
ヴ

エ
ッ
ト
の
大
学
に
還
り
、
そ
れ
っ
き
り
文
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２
０
４

通
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
彼

の
東
洋
に
目
を
送
っ
た
の
は
、
若
い

盛
り
の
十
五
年
餘
り
で
あ
っ
た
。
勿

論
さ
ま
ざ
ま
の
愁
と
悩
み
は
あ
っ
た

ら
う
が
、
一
生
の
思
ひ
出
と
い
ふ
べ
き
も

の
は
、
大
抵
は
こ
の
中
に
在
っ
た
ら
う

２
０
５

と
も
想
像
せ
ら
れ
る
。
如
何
な
る
形

を
以
て
そ
れ
が
彼
の
国
に
は
残
り
傳
ハ

っ
て
居
る
の
で
あ
ら
う
か
。
さ
う
し
て

私
は
何
れ
の
日
に
か
、
親
し
く
そ
れ
を
目
に

触
れ
て
、
昔
を
懐
か
し
む
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　

昭
和
十
六
年
五
月　
　

柳
田
國
男

【
翻
刻
２
】 『
大
白
神
考
』
序
文
の
差
し
替
え
文
（
成
城
大
学
民

俗
学
研
究
所
所
蔵
）

差
し
替
え
文
校
正
で
加
筆
さ
れ
た
言
葉
を
傍
線
付
き
で
、
削
除
さ

れ
た
言
葉
を
取
り
消
し
線
で
示
し
た
。
実
業
之
日
本
社
版
、
定
本

第
十
二
巻
と
の
差
異
は
注
で
示
し
た
。

　

其
頃
の
日
記
を
出
し
て
見
る
と
、
我
々

　

の
こ
し
ら
へ
て
居
た
幾
つ
か
の
集
會
に
、

　

彼
の
出
て
來
な
か
っ
た
こ
と
は
稀
で

　

あ
り
、 

又
旅
行
に
も
よ
く
同
行
し
た
。
小

　

樽
か
ら
大
阪
へ
、
居
住
の
場
處
を
移
し

　

て
か
ら
後
も
、
屢
々
東
京
に
出
て
來
て

　

我
々
を
訪
ひ
、
新
た
な
る
見
聞
を
談

　

２

　

ず
る
こ
と
は
、
永
い
間
の
習
慣
の
や
う

　

に
な
っ
て
居
た
。
雜
誌
「
民
族
」
に
貴
重

　

な
數
篇
を
寄
せ
た
以
外
に
、
な
ほ
オ

　

シ
ラ
神
の
調
査
に
就
い
て
是
だ
け
の

　

書
信
を
留
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
昭
和

　

三
年
の
三
月
十
八
日
、
八
戸
市
の
す
ぐ
れ
た
イ
タ

　

コ
石
橋
お
貞
を
こ
の
砧
村
の
書
屋
ニ
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３

　

招
い
て（
六
）最
初
の
オ
シ
ラ
遊
び
を
催
し

　

た
日
に
は
、
芬
蘭
の
學
者
公
使
ラ
ム

　

ス
テ
ッ
ド
博
士
、
ソ
ヴ
ェ
ッ
卜
の
學
士
院
の

　

グ
ル
ス
キ
ナ
夫
人
な
ど
も
參
加
し
て
、

　

珍
ら
し
い
歓
談
の
機
會
を
も
っ
た

　

が
、（
七
）ど
う
い
ふ
故
障
で
あ
っ
た
か
ネ
フ
ス

　

４

　

キ
ー
君
は
來
な
か
っ
た
。
さ
う
し
て
僅
か
半

　

月
ほ
ど
の
後
に
訪
ね
て
く
れ
た
の
だ
か
ら
、

　

其
日
の（
八
）話
題
の
何
で
あ
つ
た
か
は
、

　

今
か
ら
で
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

　

る
。
彼
が
本
國
に
還
つ
て
往
つ
て
、
レ
ニ

　

ン
グ
ラ
ー
ド
の
大
學
に
講
義
を
す
る

　

５

　

こ
と
に
な
つ
た
の
は
、 

多
分
同
じ
年
の

　

う
ち
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
ふ
が
、
こ
の
後

　

何
度
ほ
ど（
九
）逢
う
て
語
り
、
い
つ
が
最

　

終
の
對
面
で
あ
っ
た
か
は
、
あ
ひ
に
く

　

に
日
記
が（
一
〇
）欠
け
て
居
て
、
も
う
不
明
に

　

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
少
な
く
と
も

　

６

　

御
別
れ
の
言
葉
を
、
取
交
し
た
や
う

　

な
記
憶
が
私
に
は
無
い
か
ら
、
恐
ら
く

　

は
程
無
く
又
や
っ
て
來
る
つ
も
り
で
急

　

い
で
立
ち
、
其
望
み
が
つ
ひ
に
達
せ
ら
れ
な
か
つ

　

た
も
の
と
思
ふ
。
然
る
に
一
方
に
私
の
オ
シ
ラ
硏

　

究
は
遲
々
と
し
て
進
ま
ず
、
た
ま
〳
〵

　

７

　

一
二
の
小
篇
を
世
に
公
け
に
し
た
際
に

　

は
、
必
ず
是
□
を
彼
の
處
へ
郵
送
す
る
こ
と

　

に
し
て
居
た
の
だ
が
、
そ
れ
も
届
い
た
か

　
（
一
一
）ど
う
か
が
は
っ
き
り
と
し
な
か
っ
た
。
今

　

頃
こ
の
樣
な
一
冊
を
纏
め
て
見
る

　

の
も
、
言
は
ヾ
終
り
を
全
う
せ
ざ
る
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８

　

友
情
の
悲
し
き
記
念
で
あ
る
。（
一
二
）十
五

　

箇
年
の
日
本
生
活
に
於
て
、
ネ
フ
ス

　

キ
ー
君
の
心
を
留
め
、
積
み
貯
へ
て
行

　

っ
た
知
識
の
中
に
は
、
こ
の
國
の
少

　

壯
學
徒
で
も
ま
だ
省
み
な
か
っ
た
も

　

の
が
色
々
と
あ
る
あ
ら
う
が
、
わ
け
て
も
オ
シ
ラ

　

９

　

様
の
問
題
な
ど
は
大
き
な
印
象
で

　

あ
り
、
又
深
い
關
心
の
的
で
あ
っ
た
こ

　

と
は
、
こ
ヽ
に
存
錄
し
た
數
通
の
書
翰
か

　

ら
も
推
測
し
得
ら
れ
る
。
そ
れ
を
本
國

　

に
携
へ
還
っ
て
後
に
、
如
何
に
活
用
し

　

又
は
成
長
さ
せ
、
且
つ
そ
の
所
得
を
同

　

10

　

學
の
間
に
如
何
に
分
配
し
た
で
あ
ら
う
か
。

　

私
は
も
う
そ
れ
を
確
か
め
る
機
會
を

　

持
ち
得
な
い
に
し
て
も
、
い
つ
の
時
に
か

　

ま
は
り
ま
は
っ
て
、 

日
本
に
も
其
結

　

果
が
傳
は
り
、
彼
と
袂
を
分
っ
て
か

　

ら
の
こ
の
私
の
一
國
限
り
の
硏
究
と
、

　

11

　

比
べ
合
せ
て
見
る
こ
と
の
出
來
る
や

　

う
な
、
樂
し
い
文
化
の
交
流
期
が

　

出
現
す
る
こ
と
を
切
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

昭
和
二
十
六
年
七
月　

柳
田
國
男

ウ　

序
文
の
題
の
変
遷

　

資
料
３2
で
は
「
我
々
の
オ
シ
ラ
仲
間
」
に
取
り
消
し
線
が
引

か
れ
、「
オ
シ
ラ
様
と
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
」
と
書
き
直
さ

れ
て
い
る
。
実
業
之
日
本
社
版
で
は
「
序
文
―
オ
シ
ラ
様
と
ニ

コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
―
」
で
あ
る
。

　
『
大
白
神
考
』
所
収
「
オ
シ
ラ
神
の
話
」
で
は
柳
田
よ
り
も
熱

心
に
オ
シ
ラ
神
研
究
に
取
り
組
む
者
と
し
て
佐
々
木
喜
善
と
ネ

フ
ス
キ
ー
の
名
が
挙
げ
ら
れ
〔
柳
田　

一
九
五
一　

二
～
三
〕、

序
文
で
は
「
こ
の
一
冊
の
書
物
を
、
ま
と
め
て
世
に
遺
さ
う
と

い
ふ
志
は
兼
て
抱
い
て
居
た
が
、（
中
略
）
そ
こ
で
主
と
し
て
ネ
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フ
ス
キ
ー
君
の
功
労
に
属
す
る
こ
と
を
、
拾
っ
て
解
説
し
て
見

よ
う
と
い
ふ
の
が
私
の
願
ひ
で
あ
る
」〔
柳
田　

一
九
五
一　

三
六
～
三
七
〕
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

序
文
の
差
し
替
え
や
題
の
変
更
の
背
景
に
は
、
ネ
フ
ス
キ
ー

の
オ
シ
ラ
神
研
究
の
成
果
を
少
し
で
も
書
き
残
し
伝
え
よ
う
と

い
う
柳
田
の
意
思
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
の
ち
に
柳
田

は
神
戸
新
聞
で
連
載
し
た
「
故
郷
七
十
年
」
に
お
い
て
も
六
回

に
わ
た
っ
て
ネ
フ
ス
キ
ー
の
話
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
研
究
の

功
績
を
紹
介
し
て
い
る（
一
三
）。

（
二
）「
祝
棒
の
変
遷
」（『
大
白
神
考
』
原
稿
）

ア　

資
料
概
要

　

本
資
料
（
以
下
、
資
料
３３
、
写
真
４
）
は
『
大
白
神
考
』
所

収
「
お
し
ら
神
と
執
り
物
」
の
柳
田
直
筆
原
稿
で
あ
る
。
原
稿

右
上
に
は
一
枚
ご
と
に
通
し
番
号
が
振
ら
れ
、
節
ご
と
に
一
～

七
、八
～
十
、十
二
～
十
三
、十
四
～
十
五
、十
六
～
十
八
の
四
束

に
分
け
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
こ
よ
り
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お

十
一
が
な
く
、
十
二
以
降
は
番
号
が
一
つ
ず
れ
た
状
態
で
書
か

れ
て
い
る
た
め
、
実
際
は
十
七
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
赤
ペ

ン
で
校
正
が
さ
れ
て
い
る
。
な
お
資
料
３３
が
入
っ
て
い
た
封
筒

に
は
、
前
述
の
標
題
ラ
ベ
ル
の
ほ
か
に
「
東
京
市
世
田
谷
区
成

城
町
三
七
七　

柳
田
國
男
／
東
京
市
外
砧
村　

柳
田
國
男
」
の

印
が
押
さ
れ
て
い
た
。

イ　

題
の
変
遷

　

資
料
３３
原
稿
で
の
題
は
「
祝
棒
の
変
遷
―
オ
シ
ラ
サ
マ
に
関

す
る
一
説
―
」
だ
が
、
刊
行
時
は
「
お
し
ら
神
と
執
り
物
」
に

写真 4　�資料 33「祝棒の変遷」封筒と原稿
（千葉県立中央博物館所蔵）
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変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
封
筒
の
ラ
ベ
ル
は
「
祝
棒
の
沿
革
」

と
書
か
れ
た
の
ち
赤
字
で
「
祝
棒
の
変
遷
」
と
修
正
さ
れ
て
い

る
（
写
真
５
）。

　

当
初
の
章
題
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
祝
棒
」
と
い
う
言
葉
は
、

『
大
白
神
考
』「
お
し
ら
神
と
執
り
物
」
本
文
中
に
登
場
し
て
い

る
。
柳
田
は
本
章
の
中
で
、
正
月
十
五
日
前
後
に
子
ど
も
た
ち

が
手
に
木
の
棒
を
持
っ
て
唱
え
ご
と
を
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
オ

シ
ラ
サ
マ
と
一
致
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
（
番
号
は
筆
者
に
よ
る
）。

　

①

　

 

と
も
か
く
も
今
あ
る
正
月
の
祝
棒
の
中
に
は
、
桙
と
名
づ
け

て
も
よ
い
や
う
な
一
端
を
尖
し
た
も
の
が
ま
だ
そ
ち
こ
ち
に

有
る
。
し
か
し
其
名
を
通
用
し
よ
う
と
す
る
に
は
考
証
を
要

す
る
の
だ
か
ら
、
今
は
少
し
く
遠
慮
を
し
て
祝
棒
と
書
き
、

我
々
だ
け
は
之
を
イ
ワ
ヒ
ボ
ウ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
は
ど
う

か
と
思
ふ
。
是
ほ
ど
變
遷
を
重
ね
た
東
北
の
オ
シ
ラ
サ
マ
と

て
も
、
そ
の
本
質
か
ら
い
へ
ば
祝
棒
に
は
ち
が
ひ
な
い
。

 

〔
柳
田　

一
九
五
一　

一
七
九
〕

　

②

　

 

と
も
か
く
も
是
（
筆
者
注
：
幣
束
の
こ
と
か
）
を
手
に
執
る
者
が
祭

り
の
主
役
で
あ
る
こ
と
は
か
は
ら
な
か
っ
た
。（
中
略
）
私
は

便
宜
の
爲
に
是
等
を
総
称
し
て
祝
棒
と
い
ふ
こ
と
に
し
て
居

る
が
、
古
い
習
は
し
に
従
え
ば
ト
リ
モ
ノ
と
い
ふ
方
が
當
る

と
思
つ
て
居
る
。

写真 5　�資料 33「祝棒の変遷」標題の変更
（左：原稿、右：封筒のラベル）
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〔
柳
田　

一
九
五
一　

一
九
五
〕

　

当
初
は
①
を
強
調
し
「
祝
棒
の
変
遷
」
と
し
た
も
の
の
、
何

ら
か
の
理
由
で
②
に
沿
う
よ
う
な
「
お
し
ら
神
と
執
り
物
」
と

い
う
題
に
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ　

初
出
と
執
筆
時
期

　

本
稿
の
初
出
は
、
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
六
月
十
五

日
発
行
の
『
新
國
學
談　

第
二
冊
』（
小
山
書
店
）
に
掲
載
さ
れ

た
「
お
し
ら
神
と
執
り
物
」
で
あ
る
。
本
書
刊
行
以
前
に
「
お

し
ら
神
と
執
り
物
」
あ
る
い
は
当
初
の
題
と
み
ら
れ
る
「
祝
棒

の
変
遷
」
が
発
表
さ
れ
た
書
誌
は
管
見
の
限
り
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
柳
田
は
執
筆
を
終
え
た
も
の
の
刊
行
せ
ず
、
昭
和

二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
『
新
國
學
談　

第
二
冊
』
へ
の
掲
載

を
も
っ
て
初
め
て
本
稿
を
公
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る（
一
四
）。

　
「
お
し
ら
神
と
執
り
物
」
の
脱
稿
時
期
だ
が
、『
新
國
學
談　

第
二
冊
』
所
収
の
「
お
し
ら
神
と
執
り
物
」
末
尾
に
は
「
昭
和

十
五
年
十
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
柳
田　

一
九
四
七　

一
八
四
〕。
実
業
之
日
本
社
版
『
大
白
神
考
』、『
定
本
柳
田
國
男

集　

別
巻
第
五
』
の
書
誌
欄
で
も
「
昭
和
十
五
年
十
月
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
赤
坂
憲
雄
は
脱
稿
時
期
を
「
昭
和
十
八
年
七

月
」
と
推
定
し
て
い
る
〔
赤
坂　

一
九
九
四　

三
四
一
～

三
四
二
〕。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
柳
田
の
「
自
分
が
是
に
関
心

を
も
ち
、
や
ゝ
意
見
の
や
う
な
も
の
を
公
表
し
て
か
ら
で
も
、

も
う
三
十
二
年
に
も
な
る
が
」
と
い
う
記
述
に
対
し
て
、「
昭
和

十
五
年
か
ら
三
十
二
年
を
遡
っ
た
明
治
四
十
一
年
に
は
い
ま
だ
、

柳
田
の
オ
シ
ラ
サ
マ
論
は
一
編
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
」
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
〔
赤
坂　

一
九
九
四　

三
四
一
〕。

　

資
料
３３
の
該
当
部
分
で
は
「
も
う
三
十
二
三
年
」
と
さ
ら
に

遡
っ
て
い
る
。
な
お
本
資
料
の
末
尾
に
脱
稿
時
期
は
記
さ
れ
て

お
ら
ず
、
こ
の
原
稿
か
ら
時
期
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

む
し
ろ
、「
昭
和
十
五
年
十
月
」
は
何
を
根
拠
に
記
さ
れ
た
の
か

と
い
う
新
た
な
疑
問
が
生
じ
た
。

エ　

内
容
の
差
異

　

次
節
で
扱
う
資
料
３4
「
柳
田
國
男
自
筆
原
稿
と
『
大
白
神
考
』

（
実
業
の
日
本
社
）
校
合
」
を
参
照
し
つ
つ
資
料
３３
と
『
新
國
學

談　

第
二
冊
』、
実
業
之
日
本
社
版
『
大
白
神
考
』
を
比
較
す
る

と
、
誤
字
脱
字
の
修
正
や
言
葉
の
加
除
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
資
料
３３
、『
新
國
學
談　



－254（47）－

第
二
冊
』、
実
業
之
日
本
社
版
『
大
白
神
考
』
の
同
一
箇
所
の
本

文
で
あ
り
、
①
と
②
で
共
通
す
る
文
章
、
②
と
③
で
共
通
す
る

文
章
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
①
～
③
で
異
な
る
文
章
が
い
く
つ
か

あ
り
、
そ
れ
を
比
較
す
る
と
、
作
成
時
期
の
早
い
順
か
ら
①
→

②
→
③
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

①
資
料
３３

　
　

 

オ
シ
ラ
の
起
り
は
白
い
と
い
ふ
こ
と
と
は
関
係
無
く
、
元

は
ヒ
ラ
で
あ
っ
て
蛭
蒜
柊
な
ど
と
共
に
、
触
れ
る
と
ヒ
ヒ

ラ
グ
か
ら
の
名
で
あ
り
、
現
在
は
蛾
も
蛹
も
共
に
ヒ
ル
・

ヒ
ヒ
ル
と
い
ふ
け
れ
ど
も
、
本
来
は
毛
虫
の
経
験
、
即
ち

ま
だ
こ
の
有
用
の
虫
を
飼
は
ぬ
前
か
ら
、
引
継
い
だ
名
で

あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
は
、
私
だ
け
は
ほ
ゞ
信
じ
て
居
る
。

　

②『
新
國
學
談　

第
二
冊
』
一
二
七
頁

　
　

 

オ
シ
ラ
の
起
り
は
白
い
と
い
ふ
こ
と
と
は
関
係
無
く
、
元

は
ヒ
ラ
で
あ
っ
て
蛭
や
柊
な
ど
と
共
に
、
觸
れ
る
と
ヒ
ヒ

ラ
グ
か
ら
の
名
で
あ
り
、
現
在
は
蛾
も
蛹
も
共
に
ヒ
ル
・

ヒ
ヒ
ル
と
い
ふ
け
れ
ど
も
、
本
來
は
毛
蟲
の
經
驗
、
即
ち

ま
だ
こ
の
有
用
な
蟲
を
飼
は
ぬ
前
か
ら
、
引
繼
い
だ
名
で

あ
ら
う
こ
と
は
と
い
ふ
こ
と
は
、
私
だ
け
は
ほ
ゞ
信
じ
で

居
る
。

　

③
実
業
之
日
本
社
版
『
大
白
神
考
』
一
三
七
頁

　
　

 

オ
シ
ラ
の
起
り
は
白
い
と
い
ふ
こ
と
ゝ
關
係
無
く
、
元
は

ヒ
ル
・
ヒ
ヒ
ル
と
い
ふ
名
の
起
も
、
本
來
は
毛
蟲
の
經
驗
、

即
ち
ま
だ
こ
の
有
用
な
蟲
を
飼
は
ぬ
前
か
ら
、
引
繼
い
だ

名
で
あ
つ
た
こ
と
は
私
だ
け
は
ほ
ゞ
信
じ
て
居
る
。

（
三
）�「
柳
田
國
男
自
筆
原
稿
と
『
大
白
神
考
』（
実
業
の
日
本

社
）
校
合
」

ア　

資
料
概
要

　
「
柳
田
國
男
自
筆
原
稿
と
『
大
白
神
考
』（
実
業
の
日
本
社
）

校
合
」（
資
料
３4
）
は
、
千
葉
県
教
育
庁
文
化
財
課
の
茶
封
筒
に

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
封
筒
に
は
「
平
成
元
年
平
野
馨
氏
に
依
頼
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

封
筒
の
中
に
は
『
大
白
神
考
』（
柳
田
國
男
先
生
著
作
集
第

十
一
冊
、
実
業
之
日
本
社
）
の
コ
ピ
ー
が
入
っ
て
お
り
、
こ
こ

に
①
資
料
３2
校
正
箇
所
及
び
差
し
替
え
文
が
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
、

定
本
第
十
二
巻
掲
載
の
『
大
白
神
考
』
と
の
差
異
が
青
ボ
ー
ル
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ペ
ン
で
記
入
さ
れ
、
②
資
料
３３
と
の
差
異
が
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
で

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
千
葉
県
職
員
と
し
て
勤
務
し
千

葉
県
立
大
利
根
博
物
館
長
な
ど
も
務
め
た
平
野
馨
が
千
葉
県
立

中
央
図
書
館
か
ら
の
依
頼
を
受
け
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
原
稿
と
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
大
き
な
差
異
に
つ
い
て
は

本
稿
で
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
加
除
修
正
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
章

　

�

佐
々
木
喜
善
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
に�

よ
る
柳
田
國
男
宛
書
簡

　

こ
れ
ら
は
封
筒
に
便
箋
一
枚
、
メ
モ
一
枚
が
入
っ
た
状
態
で

千
葉
県
立
中
央
図
書
館
に
て
保
管
さ
れ
て
い
た
。

（
一
）
佐
々
木
喜
善
書
簡

ア　

資
料
概
要

　

資
料
３5
「
佐
々
木
喜
善
書
簡
（
柳
田
國
男
宛
）」
便
箋
に
は
、

佐
々
木
喜
善
が
ネ
フ
ス
キ
ー
か
ら
オ
シ
ラ
神
研
究
に
つ
い
て
手

紙
を
受
け
取
っ
た
こ
と
、
隣
家
の
オ
シ
ラ
神
を
初
め
て
見
た
こ

と
、
大
同
家
の
オ
ク
ナ
イ
サ
マ
神
像
と
オ
シ
ラ
神
が
法
華
宗
へ

写真 6　資料 35「佐々木喜善書簡（柳田國男宛）」（千葉県立中央博物館所蔵）
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の
改
宗
に
伴
い
焼
き
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
（
写
真
６
）。

【
翻
刻
３
】「
佐
々
木
喜
善
書
簡
（
柳
田
國
男
宛
）」

□
御
来
訪
御
待
申
上
ま
す

先
日
小
樽
ネ
フ
ス
キ
ー
氏
ゟ
オ
シ

ラ
神
に
つ
き
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
研

究
之
御
進
捗
芳
し
く
存
じ
ま
し
た

私
隣
家
ニ
テ
初
メ
テ
此
頃
見
セ
ラ
レ

之
オ
シ
ラ
神
ニ
ハ
二
ツ
共
自
然
石
の

も
の
あ
り
ま
し
た　

又
先
日
大
同
家
此

頃
法
華
宗
ニ
改
宗
サ
レ
オ
ク
ナ
イ

神
像
並
ニ
オ
シ
ラ
神
焼
棄
□

少
か
□
オ
ク
ナ
イ
神
付
属
に
古
掛

物
の
み
貰
ひ
置
き
ま
し
た　

馬
鹿
〃
〃

し
き
品
ラ
シ
ク
思
ワ
レ
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頓
首
再
拝

　

十
月
七
日　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
喜
善

　

先
生　

御
侍
史

イ　

手
紙
の
送
付
時
期
に
関
す
る
考
察

　

本
資
料
に
は
手
紙
の
執
筆
年
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、「
先
日

小
樽
ネ
フ
ス
キ
ー
氏
ゟ
（
中
略
）
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
」
と
あ

り
、
ネ
フ
ス
キ
ー
が
小
樽
高
等
商
業
学
校
（
現
・
小
樽
商
科
大

学
）
で
ロ
シ
ア
語
教
師
を
務
め
た
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
か

ら（
一
五
）大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
三
月
末
ま
で（
一
六
）の
間
に
書

か
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
佐
々
木
は
日
記
に
手
紙
や
は

が
き
の
受
取
日
や
差
出
日
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
た
め
こ
の

期
間
の
日
記
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
大
正
八
年
の
十
月
七
日
に

「
柳
田
先
生
か
ら
原
稿
に
つ
い
て
手
紙
を
頂
く
。
先
生
に
手
紙
を

出
す
。
啓
明
会（
一
七
）の
こ
と
も
書
き
加
へ
る
」
と
の
記
述
が

あ
っ
た
。

　

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
八
月
二
十
六
日
～
九
月
三
日
に
ネ

フ
ス
キ
ー
が
遠
野
を
訪
れ
た
際
に
佐
々
木
が
案
内
を
し
て
お
り
、

二
人
の
交
流
は
こ
の
頃
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
も
ネ
フ
ス

キ
ー
は
オ
シ
ラ
サ
マ
の
調
査
を
し
て
お
り
、
無
理
を
言
っ
て

佐
々
木
家
の
オ
シ
ラ
サ
マ
を
貰
い
受
け
た
。
そ
の
後
二
人
は
手

紙
の
や
り
取
り
を
続
け
、
大
正
八
年
九
月
二
十
七
日
に
ネ
フ
ス

キ
ー
か
ら
手
紙
が
あ
り
、
翌
日
喜
善
が
「
ネ
フ
ス
キ
ー
君
に
手

紙
を
書
く
。
オ
シ
ラ
神
の
返
事
な
り
」
と
返
信
し
、
さ
ら
に
十
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月
一
日
に
も
ネ
フ
ス
キ
ー
宛
て
に
手
紙
を
出
し
て
い
る
。〔
遠
野

市
立
博
物
館
編　

二
〇
〇
三　

一
九
二
〕

　

資
料
３5
に
啓
明
会
の
記
述
は
な
い
が
、
日
付
の
一
致
や
、
直

前
に
ネ
フ
ス
キ
ー
か
ら
「
オ
シ
ラ
神
」
に
関
す
る
と
思
し
き
手

紙
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
料
３5
は
大
正
八
年
十
月

七
日
に
、
佐
々
木
が
柳
田
に
宛
て
て
書
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。

　

な
お
柳
田
の
勧
め
に
よ
り
、
翌
年
三
月
か
ら
二
人
は
オ
シ
ラ

サ
マ
研
究
を
共
同
で
行
う
こ
と
に
な
る
〔
岡
編　

一
九
七
一　

一
六
五
、一
八
九
〕。
二
人
は
調
査
を
進
め
、
そ
の
結
果
を
記
し

た
カ
ー
ド
を
送
り
合
う
と
と
も
に
、
進
捗
を
柳
田
へ
も
報
告
し

て
い
た（
一
八
）。

（
二
）
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
封
筒
（
柳
田
國
男
宛
）

　

資
料
３6
は
、
佐
々
木
喜
善
が
柳
田
に
宛
て
た
便
箋
と
イ
ラ
ス

ト
の
描
か
れ
た
紙
が
入
っ
た
状
態
で
、
県
立
中
央
図
書
館
に
て

保
管
さ
れ
て
い
た
。
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
封
筒
に

ま
と
め
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
『
大
白
神
考
』
に
は
ネ
フ
ス
キ
ー
が
柳
田
へ
送
っ
た
書
簡
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
「
大
正
十
年
四
月
十
三
日
」
に

書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
資
料
３6
の
消
印
は
「
10
・
４
・
14
」
と

な
っ
て
お
り
、『
大
白
神
考
』
掲
載
の
書
簡
を
送
る
の
に
使
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

【
資
料
３6
】 

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
封
筒
（
柳
田
國
男
宛
）

　

 

封
筒
：（
表
）「
東
京
市
牛
込
加
賀
町
二
ー
十
六　

柳
田
國
男

先
生　

親
展
」（
消
印
）「
小
樽　

緑
町
／
10
・
４
・
14
／
前

０
」、（
切
手
）
拾
銭
、
参
銭

　

 （
裏
）「
北
海
道
小
樽
区
緑
町
二
ー
二
八
」「
ネ
フ
ス
キ
イ
ゟ
」

「
志
〆
め
」、
消
印
「
□
４
・
１
６
／
前
□
ー
□
」

（
三
）
オ
シ
ラ
神
祭
祀
メ
モ

　

資
料
３７
は
縦
九
・
七
cm
、
横
一
〇
・
四
cm
の
大
き
さ
で
、
罫
線

入
り
の
紙
に
紫
色
の
ペ
ン
で
祭
祀
の
道
具
が
描
か
れ
て
い
る

（
写
真
７
）。

ア　

作
成
の
背
景

　

大
正
十
年
二
月
二
十
日
付
の
佐
々
木
喜
善
宛
て
ネ
フ
ス
キ
ー

書
簡
（
遠
野
市
立
博
物
館
所
蔵
、
写
真
８
）
に
、
こ
の
絵
と
一

致
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
。
ネ
フ
ス
キ
ー
は
、
同
封
し
た
写
真
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容
や
筆
跡
の
一
致
か
ら
鑑
み
て
資
料
番
号
３７
は
、
佐
沼
町
の
オ

カ
ミ
ン
、
遊
佐
カ
メ
ヨ
の
祭
祀
道
具
を
ネ
フ
ス
キ
ー
が
描
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
遊
佐
カ
メ
ヨ
に
つ
い
て
は
『
大
白
神
考
』
の
ネ
フ
ス

キ
ー
書
簡
に
も
言
及
が
あ
る
〔
柳
田　

一
九
五
一　

二
四
七
～

二
六
五
〕（
一
九
）。
こ
れ
は
大
正
九
年
八
月
に
ネ
フ
ス
キ
ー
が
行
っ

た
東
北
地
方
の
民
俗
調
査
に
つ
い
て
柳
田
に
報
告
し
た
も
の
で
、

書
簡
に
よ
れ
ば
ネ
フ
ス
キ
ー
は
八
月
二
十
八
日
早
朝
に
石
巻
を

発
ち
、
登
米
郡
南
方
村
（
現
在
の
登
米
市
）
に
住
む
高
橋
清
治

郎
の
も
と
で
一
泊
し
、
翌
日
に
は
佐
沼
を
後
に
し
て
い
る
。
こ

写真 8　�大正十年二月二十日付　佐々木
喜善宛てネフスキー書簡�
（遠野市立博物館所蔵）

写真 7　�資料 37「オシラ神祭祀メモヵ」
（千葉県立中央博物館所蔵）

三
枚
に
つ
い
て
、
宮
城
県
登
米
郡
佐
沼
町
（
現
在
の
登
米
市
）

に
住
ん
で
い
た
「
遊ユ

サ佐
カ
メ
ヨ
と
云
ふ
オ
カ
ミ
ン
（
中
略
）、
彼

の
女
の
オ
シ
ラ
サ
マ
と
、
道
具
揃
へ
」
の
写
真
と
記
し
て
お
り
、

こ
れ
に
続
く
道
具
の
説
明
が
資
料
番
号
３７
と
一
致
し
て
い
る
。

同
封
さ
れ
て
い
た
と
い
う
写
真
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
内
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の
二
日
間
、
佐
沼
で
民
俗
調
査
を
行
い
、
遊
佐
カ
メ
ヨ
の
話
を

聞
い
た
と
み
ら
れ
る
。
写
真
が
い
つ
撮
影
さ
れ
た
の
か
は
佐
々

木
宛
の
書
簡
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
東
北
地
方
で
行
っ
た
民
俗
調
査
の
内
容
は
「
東

北
地
方
民
間
伝
承
ノ
ー
ト
断
片
」
と
し
て
天
理
大
学
附
属
天
理

図
書
館
に
て
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
の
は
ノ
ー
ト
の

一
部
が
裂
か
れ
た
状
態
の
も
の
で
、
オ
シ
ラ
サ
マ
に
関
す
る
記

述
の
頁
は
無
い
〔
石
井　

二
〇
一
七　

一
二
八
～
一
二
九
〕。
柳

田
へ
の
書
簡
の
内
容
か
ら
、
こ
の
時
ネ
フ
ス
キ
ー
が
オ
シ
ラ
サ

マ
調
査
を
行
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
結
果
を
記
し

た
部
分
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
遊
佐
カ
メ
ヨ
に
関
す

る
情
報
を
彼
の
調
査
記
録
か
ら
追
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
前
項
で
上
げ
た
「
大
正
十
年
四
月
十
三
日
」
ネ
フ

ス
キ
ー
書
簡
と
併
せ
て
考
察
し
た
い
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
の
管
狐

の
話
題
の
ほ
か
「
お
約
束
の
オ
カ
ミ
ン
の
冩
眞
を
送
つ
て
上
げ

ま
す
か
ら
何
卒
お
受
取
り
下
さ
い
ま
し
。
先
日
拝
借
致
し
ま
し

た
中
道
君
の
手
紙
も
（
祭
文
と
一
緒
に
）
有
り
が
た
く
御
返
し

申
し
ま
す
」
と
あ
る
〔
柳
田　

一
九
五
一　

二
七
九
〕。
ま
た
本

書
の
口
絵
写
真
に
は
「
佐
沼
町
松
栄
寺
内
に
住
居
す
る
遊
佐
か

め
よ
が
オ
シ
ラ
サ
マ
を
持
ち
拝
ん
で
ゐ
る　

オ
カ
ミ
ン　

大
正

九
年
九
月　

ネ
フ
ス
キ
イ
氏
蔵
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
四
月
十
三
日
に
送
ら
れ
た
写
真
で
あ
る
と
す
る
と
、
資
料
３７

は
、
遊
佐
カ
メ
ヨ
の
写
真
を
ネ
フ
ス
キ
ー
が
柳
田
へ
送
っ
た
際

の
説
明
の
た
め
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
に
使
わ
れ
た
の

が
資
料
３6
の
封
筒
で
あ
る
と
も
推
測
で
き
る
。

第
三
章

　『婚
姻
習
俗
語
彙
』
執
筆
用
メ
モ

　

資
料
1
～
３1
は
昭
和
十
二
（
一
九
四
七
）
年
刊
行
の
『
婚
姻

習
俗
語
彙
』（
柳
田
國
男
、
大
間
知
篤
三
共
著
、
民
間
伝
承
の

会
）
執
筆
に
あ
た
り
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
婚
（
番
号
）」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
た
封
筒
に
は
、『
婚
姻
習

俗
語
彙
』
執
筆
に
あ
た
り
各
地
の
事
例
を
書
き
連
ね
た
と
思
し

き
柳
田
直
筆
メ
モ
が
入
っ
て
お
り
、
封
筒
に
付
け
ら
れ
た
「
婚

（
番
号
）」
は
同
書
の
章
立
て
と
対
応
し
て
い
る
（
写
真
9
）。
序

文
、
引
用
書
名
略
字
表
、
索
引
の
ほ
か
、「
二
五　

嫁
の
産
屋
」、

「
二
六　

杓
子
渡
し
」、「
二
九　

宿
の
生
活
」、「
三
一　

私
生

兒
」
の
メ
モ
と
封
筒
は
な
い
。

　

メ
モ
に
は
語
彙
と
そ
の
意
味
、
使
用
地
域
な
ど
が
書
か
れ
て

お
り
、
裏
面
に
は
「
婚
（
番
号
）」
な
ど
と
メ
モ
の
通
し
番
号
と
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み
ら
れ
る
番
号
が
ス
タ
ン
プ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
メ
モ
は
「
財
団
法
人　

民
俗
學
研
究
所
」
と
印
字

さ
れ
た
封
筒
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）

年
に
設
立
さ
れ
た
民
俗
学
研
究
所
が
財
団
法
人
の
認
可
を
受
け

る
の
は
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
降
に
章
立
て
に
合

わ
せ
た
封
筒
へ
の
整
理
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
昭
和

三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
の
同
所
解
散
後
も
柳
田
の
手
元
に

残
っ
て
い
た
封
筒
に
入
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
所
蔵
の
「
柳
田
國
男
直
筆
原

稿
・
メ
モ
及
び
柳
田
宛
書
簡
」
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
紹
介
と

と
も
に
各
資
料
の
制
作
時
期
や
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
資
料
群
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

一
点
目
は
、『
大
白
神
考
』
序
文
全
体
の
原
稿
や
、「
お
し
ら

神
と
執
り
物
」
原
稿
の
発
見
に
よ
り
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
比

較
し
て
そ
の
内
容
の
変
遷
を
確
か
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

点
で
あ
る
。
刊
行
版
に
は
原
稿
の
誤
読
に
よ
る
間
違
い
も
散
見

さ
れ
る
た
め
、
原
稿
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

写真 9　�資料 2『婚姻習俗語彙』執筆メモ「婚二　嫁の盛装する日」�
（千葉県立中央博物館所蔵）
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こ
と
は
大
き
い
。

　

二
点
目
は
、『
婚
姻
習
俗
語
彙
』
の
執
筆
メ
モ
に
つ
い
て
は
詳

細
を
調
査
前
だ
が
、
今
後
『
婚
姻
習
俗
語
彙
』
と
の
比
較
に

よ
っ
て
語
彙
の
取
捨
選
択
や
出
典
を
確
か
め
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

三
点
目
は
佐
々
木
喜
善
と
ネ
フ
ス
キ
ー
の
オ
シ
ラ
サ
マ
共
同

研
究
に
関
す
る
資
料
を
発
見
で
き
た
こ
と
で
、
す
で
に
他
機
関

で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
と
突
き
合
わ
せ
、
オ
シ
ラ
サ
マ
習
俗

を
記
録
し
た
新
資
料
と
し
て
今
後
の
研
究
に
活
用
し
得
る
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
柳
田
國
男
研
究
や
民
俗
学
の
研
究
に
資

す
る
資
料
と
し
て
、
博
物
館
に
お
い
て
資
料
保
存
及
び
利
用
機

会
の
提
供
に
務
め
て
い
き
た
い
。

　

な
お
同
館
で
は
柳
田
國
男
著
作
の
初
版
本
を
蒐
集
し
た
資
料

群
「
柳
田
國
男
著
書
お
よ
び
関
係
書
籍
」
も
所
蔵
し
て
お
り
、

本
稿
は
『
新
國
學
談　

第
二
冊
』
は
じ
め
こ
れ
ら
を
参
照
し
つ

つ
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
て
お
き
た
い（
二
〇
）。

謝
辞

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
遠
野
市
立
博
物
館
の
菅
野
様
、

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
の
皆
様
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書

館
の
皆
様
よ
り
、
資
料
調
査
や
画
像
提
供
へ
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
一
）
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
出
身
で
日
本
の
民
俗
研
究
を
は
じ
め
ア
イ
ヌ
語
や
宮
古

島
の
方
言
、
西
夏
語
研
究
な
ど
言
語
学
で
も
大
き
な
業
績
を
挙
げ
た
。
大

正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
初
め
て
柳
田
の
も
と
を
を
訪
れ
た
よ
う
で
、
昭

和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
ソ
連
へ
帰
国
し
て
い
る
。

（
二
）　

柳
田
は
他
の
原
稿
や
メ
モ
を
整
理
す
る
際
に
も
こ
の
よ
う
な
赤
い
フ
チ
の

ラ
ベ
ル
を
使
用
し
て
い
た
。

（
三
）　
「『
大
白
神
考
』
序
文
の
差
し
替
え
文
」
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
七

月
作
成
、
十
一
枚
。「
東
京
市
外
砧
村　

柳
田
國
男
」
の
印
字
、「
大
藤
氏

渡
シ
」
の
ラ
ベ
ル
貼
付
の
封
筒
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）　

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
十
八
日
「
八
戸
の
イ
タ
コ
石
橋
貞
子
を
招

い
て
オ
シ
ラ
様
の
祭
り
を
お
こ
な
う
。
以
後
毎
年
の
行
事
と
し
て
お
こ
な

う
」〔
定
本
柳
田
國
男
集
編
纂
委
員
会
編　

一
九
七
一　

六
三
八
〕

（
五
）　
『
定
本　

柳
田
國
男
集
第
十
二
巻
』（
筑
摩
書
房
）
は
「
昭
和
二
十
六
年
七

月
」
で
、
柳
田
の
署
名
が
な
い

（
六
）　

実
業
之
日
本
社
版
及
び
定
本
で
は
削
除

（
七
）　

実
業
之
日
本
社
版
及
び
定
本
は
「
何
か
故
障
で
あ
つ
た
か
」
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（
八
）　

実
業
之
日
本
社
版
及
び
定
本
は
「
話
題
の
是
で
あ
つ
た
こ
と
は
」

（
九
）　

実
業
之
日
本
社
版
及
び
定
本
は
「
逢
ひ
て
語
り
」

（
一
○
）　

定
本
は
「
日
記
が
缺
け
て
居
て
」

（
一
一
）　

実
業
之
日
本
社
版
及
び
定
本
は
「
ど
う
か
つ
ひ
に
は
っ
き
り
と
し
な

か
っ
た
」

（
一
二
）　

実
業
之
日
本
社
版
及
び
定
本
は
「
十
何
年
」

（
一
三
）　

神
戸
新
聞
に
て
、
昭
和
三
十
三
年
七
月
十
二
日
「
露
人
ネ
フ
ス
キ
ー
の

こ
と
」、
昭
和
三
十
三
年
七
月
十
三
日
「
ネ
フ
ス
キ
ー
の
功
績
」、
昭
和

三
十
三
年
七
月
十
五
日
「
ネ
フ
ス
キ
ー
の
ノ
ー
ト
」（
刊
行
時
「
ネ
フ
ス

キ
ー
の
晩
年
」）、
昭
和
三
十
三
年
七
月
十
六
日
「
宮
古
島
語
の
発
音
」（
刊

行
時
「
ネ
フ
ス
キ
ー
の
ノ
ー
ト
」）、
昭
和
三
十
三
年
七
月
十
七
日
「
お
し

ら
様
（
上
）」、
昭
和
三
十
三
年
七
月
十
八
日
「
お
し
ら
様
（
下
）」
が
掲

載
。『
故
郷
七
十
年
』
と
し
て
の
じ
ぎ
く
文
庫
か
ら
刊
行
。
な
お
ネ
フ
ス

キ
ー
が
妻
の
イ
ソ
と
と
も
に
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
に
粛
清
の
中
で

逮
捕
・
処
刑
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
〇
年
代

の
こ
と
で
あ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
の
ソ
連
に
よ
る
情
報
公
開
で
は
病

死
と
さ
れ
て
い
た
〔
加
藤　

二
〇
一
一　

三
三
五
〕。『
大
白
神
考
』
執
筆

当
時
の
柳
田
は
ま
だ
そ
の
死
を
知
ら
ず
、
さ
ら
に
死
亡
時
期
に
つ
い
て
は

情
報
が
錯
綜
し
て
い
た
よ
う
で
〔
石
田　

一
九
五
六　

二
九
六
～

二
九
七
〕、『
故
郷
七
十
年
』
で
は
牢
死
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
一
四
）　

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
七
月
一
日
の
日
記
に
「
書
物
に
な
る
文
章

を
整
頓
す
。『
十
三
塚
考
』
と
『
大
白
神
考
』
と
は
當
分
出
版
も
六
つ
か

し
け
れ
ば
一
つ
の
箱
に
入
れ
る
。
ど
こ
か
へ
預
け
た
し
」〔
柳
田　

一
九
五
八　

二
七
五
〕
と
あ
り
こ
の
頃
に
は
書
名
が
決
ま
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

（
一
五
）　

小
樽
高
等
商
業
学
校
講
師
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
葉
書
よ
り

（
ネ
フ
ス
キ
ー
よ
り
佐
々
木
喜
善
宛
、
大
正
八
年
七
月
三
日
付
、
遠
野
市

立
博
物
館
所
蔵
）。
な
お
石
井
正
巳
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
か
ら
同

校
ロ
シ
ア
語
教
師
嘱
託
と
な
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
〔
石
井　

二
〇
一
七　

一
一
一
〕。

（
一
六
）　

四
月
か
ら
大
阪
外
国
語
学
校
へ
移
る
こ
と
を
伝
え
た
葉
書
よ
り
（
ネ
フ

ス
キ
ー
よ
り
佐
々
木
喜
善
宛
、
大
正
十
一
年
三
月
二
十
二
日
付
、
遠
野
市

立
博
物
館
所
蔵
）。

（
一
七
）　

大
正
七
年
八
月
に
設
立
さ
れ
、
研
究
助
成
等
を
行
っ
て
い
た
財
団
法
人

啓
明
会
の
こ
と
か
。

（
一
八
）　

佐
々
木
か
ら
柳
田
宛
の
書
簡
は
『
佐
々
木
喜
善
全
集
（
Ⅳ
）』、
ネ
フ
ス

キ
ー
か
ら
柳
田
宛
の
書
簡
は
『
大
白
神
考
』
や
ネ
フ
ス
キ
ー
著
作
集
『
月

と
不
死
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
一
九
）　

ネ
フ
ス
キ
ー
は
複
写
で
書
簡
の
控
え
を
保
管
し
て
い
た
。
こ
の
柳
田
宛

書
簡
の
控
え
も
残
さ
れ
て
お
り
、『
月
と
不
死
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
〔
岡　

一
九
六
六　

二
一
九
～
二
三
二
〕。
原
本
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館

蔵
。
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（
二
〇
）
資
料
群
の
詳
細
は
、
玉
井
里
奈
「
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
新
収
蔵
資
料

『
柳
田
國
男
著
書
お
よ
び
関
係
書
籍
―
平
野
亥
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
』
に

つ
い
て
」
と
し
て
『
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
研
究
報
告
』
第
十
八
巻

（
二
〇
二
六
年
三
月
）
に
掲
載
予
定
。

参
考
文
献

赤
坂
憲
雄 

『
漂
泊
の
精
神
史
―
柳
田
国
男
の
発
生
―
』
小
学
館
、
一
九
九
四

年

 
 「

解
題　

大
白
神
考
」『
柳
田
國
男
全
集　

第
十
九
巻
』
筑
摩
書

房
、
一
九
九
九
年

石
井
正
巳 

「
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
遺
文
抄
（
六
）―［
東
北
地
方
民
間
伝

承
ノ
ー
ト
断
片
］―
」
天
理
図
書
館
編
『
ビ
ブ
リ
ア
』
一
四
七
号
、

天
理
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年

石
田
英
一
郎 

『
桃
太
郎
の
母　

比
較
民
族
学
的
論
集
』
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
五
六
年

岡
正
雄
編 

『
月
と
不
死
』
平
凡
社
、
一
九
七
一
年

加
藤
九
祚 

『
完
本　

天
の
蛇　

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
の
生
涯
』
河
出
書

房
新
社
、
二
〇
一
一
年

 

定
本
柳
田
國
男
集
編
纂
委
員
会
編
『
定
本
柳
田
國
男
集　

別
巻
第

五
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年

 

遠
野
市
立
博
物
館
編
『
佐
々
木
喜
善
全
集
（
Ⅳ
）』
遠
野
市
立
博

物
館
、
二
〇
〇
三
年

柳
田
國
男 

『
新
國
學
談　

第
二
冊
』
小
山
書
店
、
一
九
四
七
年

　

 

『
大
白
神
考
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
五
一
年

　

 

『
炭
焼
日
記
』
修
道
社
、
一
九
五
八
年

　

 

『
定
本　

柳
田
國
男
集
第
十
二
巻
（
新
装
版
）』、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
九
年

成
城
大
学
民
俗
研
究
所　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「『
大
白
神
考
』
序
文
の
差
し

替
え
文
」

 
https: /

/adeac.jp
/seijo-univ-inst-folklore /catalog

/

m
p000280-200010

玉
井
里
奈 

「
資
料
収
集
・
調
査
・
展
示
―
日
本
民
俗
学
の
父
・
柳
田
國
男
に

か
か
わ
る
資
料
を
め
ぐ
っ
て
―
」「
中
央
博
物
館
だ
よ
り
７5
号
」
千

葉
県
立
中
央
博
物
館
、
二
〇
二
五
年

 
 https: /

/w
w

w
.chiba-m

use.or.jp
/N

A
T

U
RA

L
/research

/

publication
/publication-16588

/
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表　千葉県立中央博物館所蔵「柳田國男直筆原稿・メモ及び柳田宛書簡」一覧
本稿での
番号 資料名 千葉県立中央博物館

資料番号

 1 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚一　嫁入りの起り HM 歴史 00006３７-0001

 2 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚二　嫁の盛装する日 HM 歴史 00006３７-0002

 ３ 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚三　迎へ人 HM 歴史 00006３７-000３

 4 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚四　嫁渡し HM 歴史 00006３７-0004

 5 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚五　嫁入行列 HM 歴史 00006３７-0005

 6 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚六　入家式 HM 歴史 00006３７-0006

 ７ 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚七　中宿 HM 歴史 00006３７-000７

 8 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚八　花嫁同行者 HM 歴史 00006３７-0008

 9 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚九　朝聟入 HM 歴史 00006３７-0009

10 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚十　聟遁がしと膝直し HM 歴史 00006３７-0010

11 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚十一　打明け HM 歴史 00006３７-0011

12 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚十二　結納聟 HM 歴史 00006３７-0012

1３ 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚十三　手締めの酒 HM 歴史 00006３７-001３

14 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚十四　見合ひ HM 歴史 00006３７-0014

15 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚十五　歸り聟 HM 歴史 00006３７-0015

16 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚十六　仲人親 HM 歴史 00006３７-0016

1７ 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚十七　嫁の食物 HM 歴史 00006３７-001７

18 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚十八　水盛と酒盛 HM 歴史 00006３７-0018

19 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚十九　村人の承認 HM 歴史 00006３７-0019

20 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚二〇　若者酒 HM 歴史 00006３７-0020

21 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚二十一　聟いぢめ HM 歴史 00006３７-0021

22 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚二十二　部屋の生活 HM 歴史 00006３７-0022

2３ 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚二十三　親類成り HM 歴史 00006３７-002３

24 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚二十四　嫁と其親里 HM 歴史 00006３７-0024

25 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚二十七　出入初め HM 歴史 00006３７-0025

26 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚二十八　嫁もそひ HM 歴史 00006３７-0026

2７ 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚三十　嫁入前の妻 HM 歴史 00006３７-002７

28 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚三十二　獨身女の境遇 HM 歴史 00006３７-0028

29 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚三十三　自由なる女性 HM 歴史 00006３７-0029

３0 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚三十四　絶縁 HM 歴史 00006３７-00３0

３1 『婚姻習俗語彙』執筆用メモ　婚三十五　所属未定 HM 歴史 00006３７-00３1

３2 おしら初稿了（『大白神考』序文原稿「オシラ様とニコライ・ネフスキー」） HM 歴史 00006３７-00３2

３３ 「祝棒の変遷」（『大白神考』原稿） HM 歴史 00006３７-00３３

３4 柳田國男自筆原稿と「大白神考」（実業の日本社）校合 HM 歴史 00006３７-00３4

３5 佐々木喜善書簡（柳田國男宛） HM 歴史 00006３７-00３5

３6 ニコライ・ネフスキー封筒（柳田國男宛） HM 歴史 00006３７-00３6

３７ オシラ神祭祀メモ HM 歴史 00006３７-00３７


